
笑顔や活力あふれる学校祭 ～伝統ある学校行事のリニューアルを通して～

校 長 能 登 敬 久

異常な暑さから一ヶ月が経ち、朝夕の冷え込みが強まる秋となりました。５類となった感染症はイン

フルエンザの流行と合わせてまた広がりを見せています。４年ぶりに一堂に会す学校祭は「今年もまた

か」と心配されましたが、一度の学級閉鎖と一部の発表延期によって何とか学校祭開催にたどり着くこ

とができました。

今年度の学校祭からは、これまで学年毎に行っていた総合的な学習の

時間の発表を進化させて全校で共有しました。１学年は札幌での専門学

校体験学習と防災施設見学、２学年は洞爺湖周辺での宿泊研修、３学年

は東北地方の修学旅行での防災を含む自然、歴史、文化等の見学、体験、

探究学習の成果を、学年のオリジナリティ（パワーポイント、クイズ、

インタビュー、寸劇、漫談、提言など）を加えてステージで披露しまし

た。この中では、学んだことをただ伝えるのではなく、自分たちが学ん

だことをどのように受け止め、これからの行動にどのように繋げていくかを発信することを求めていま

したが、ご覧いただいた皆様にはどのように伝わったでしょうか。

かつての沼ノ端中学校では、合唱コンクール、学級演劇が文化祭の企画内容として位置付けられてい

ました。しかし、平成１０年代からの学級数の拡大に伴い練習場所が確保できなくなったため、１年生

は平面製作物（ちぎり絵など）や２年生の立体製作物（行灯づくりなど）が行われてきました。

学級や学年の全員それぞれが自身の役割を受け止め、協力して創り上げるステージ発表は容易なこと

ではありません。しかし、全校生徒や保護者、地域の方々が見ている中で、スポットライトを浴びて表

現することは、それぞれの人生においても貴重な経験となりますし、さらに英知を結集して学びの成果

を繋いでいく経験も、思考力、判断力、表現力、創造力を高め、生きる力に繋がるとも考えています。

お楽しみバザーの保護者協力をはじめ、４年ぶりに披露できた学級合唱発表や生徒会が有志とともに

創り上げた企画発表の一体感からは、沼ノ端中学校で長きにわたり受け継がれてきた魂を感じました。

令和の沼ノ端中学校のリニューアルはこれからも続きますが、学校文化の古き良き伝統は不易と流行

を踏まえ更新させて受け継いでいきます。YouTube配信を含めて青春の１ページとなり得る学校祭をご覧

いただいた皆様のご意見やご感想も機会があるときにお寄せいただければと存じます。

令和５年度も折り返し地点を迎えました。今後も感染症拡大には十分にご留意いただき、引き続き本

校の教育活動の充実にご理解とご協力をお願い申し上げます。

追伸 ～リニューアル情報～

２学期から生徒玄関に傘立てが用意されました。これまでは、生徒玄関に全校生徒

の傘立てを置くスペースがありませんでしたので教室に持って行きましたが、学級数、

生徒数が減り、玄関に置くことができるようになりました。
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各種講座・出前教室の開催

２学期に入り、各種講座や出前教室に、多くの
講師の方にご来校をいただきました。８月３１日
（木）は市役所男女平等参画室より１年生の性教
育出前講座、９月７日（木）は津軽お笑いの会主
宰より全学年の全校道徳、９月１１日（月）は（株）
KDDIと人権擁護委員協議会より２，３年生のスマ
ホ・ケータイ安全教室、９月２７日（水）はグル
ープホームほたるより２年生の認知症サポーター
中学生養成講座がありました。いずれも今後の人
生を営んでいく上で役立つ知識、よりよい生き方
の視点や考え方などを学ぶことができました。

学びの向上を目指すＩＣＴ機器の活用

本校では、全ての子供たちの可能性を引き出す
「個別最適な学びと協働的な学びの実現」に向け、
ＩＣＴ機器の活用を軸とした授業改善に取り組ん
でいます。学習タブレットでの個別の学びやそれ
をツールとした情報共有による協働的な学びにつ
いて研究し、学びの向上を目指しています。

自学教室（小学校の先生も来校）

沼ノ端小学校の先生の協力により、今後も何度
か自学教室で学習の支援をいただける予定です。

学校祭の御礼

１学級の閉鎖があり一部プログラムは後日実施
となりましたが、久しぶりに通常通りの形での開

催ができ、生徒も達成感を味わいました。ライブ
配信でその様子をご覧になられた保護者の方も多
くいらしたかと思います。開催にあたり感染対策
やバザー活動等に多くのご協力をいただきました
ことに厚く御礼申し上げます。

高校生インターンシップ２名来校

今年度も苫小牧東高校から卒業生の２名がイン
ターンシップとして来校しました。教職を目指す
という夢に向かい熱心に体験を重ねていました。

＜お知らせ＞
■昼の歯磨き
しばらく見合わせておりましたが再開します。

必要な生徒はご準備ください。
■水分確保
通常の学校生活では沼ノ端小と沼ノ端中で確認

している、水、緑茶、麦茶を準備してください。
（※土・日・祝日の部活動の際は、スポーツドリ
ンクを許可しています）
■スクール・カウンセラー
次回１１月１３日（月）９：００～１３：００

相談のご予約は学校までご連絡ください。実施日
が原則、月曜日に変更になりました。
■心の相談員１０月
悩み等は一人で抱え込まず相談室を利用するな

どご家庭からもお子さんへお声かけ願います。
３（火） ６（金）１０（火）１３（金）

１６（月）２０（金）３０（月）
１０：００～１４：００で来室しています。
■集金日
１０月２５日（水）朝のうちにご提出願います。

＜いじめの認知件数について＞
今年度４月～９月の学校生活におけるいじめの

認知件数は３２件、全校生徒に対する割合は１６．
３％でした。発見のきっかけは、本人からの訴え、
保護者からの訴え、アンケートによる調査がそれ
ぞれ同程度に多くありました。内容についてはほ
とんどが冷やかし・からかい、悪口、いたずら等
でした。指導はすでに終えていますが、一定期間
が経過するまで見守りを継続しています。
いじめの根絶と未然防止については、日頃から

学級指導や生徒会活動等において取り組んでいる
ところですが、今後も一層いじめを許さない学校
を目指して参ります。


